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あり，試射場なのであった。   










（1）   
『ユリシーズ』は，出版史に残るさまざまな曲折を経て，1922年2月2日，  
作者ジェイムズ・ジョイスの40歳の誕生日にあわせて，あわただしく／ミリで出  
版された。   







史上燦然たる輝きを放っている，ということになっている。   
たとえば少し前のハリー・レヴィンの次の発言などはそうLた評価の典型的  
なものである  
ほとんど信じがたいことに，『ユリシーズ』が1922年に出版されて以来すで   
に50年以上になる。同じ年にはまた『荒地』も出版され，その50年を記   
念してその最初の草稿のファクシミリ版がさきごろ発行された。それ以来，   
英語の散文と韻文に生じたことは，どれ一つをとっても，この二大傑作が同   
時に与えた衝撃に匹敵するものはない。（2）  
一種の相乗効果としての「同時に与えた衝撃」はレゲインの言うとおりであ  
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の功績も無視するわ桝こいかないだろう。じつはこの雑誌は，もともと ルビβ・  





ズ』分載時のこの雑誌の編集をしていたのがT．S．エリオットなのであった。   








た。   





























llA Magazine oftheArts：makingnocompromisewiththepublic taste”  
と表紙に謳い文句を掲げたこの雑誌の15年間の歴史の中で，最大の栄光は，  
やはり，官憲の介入を含むさまざまな困難を押Lて『ユリシーズ』を23回に  
わたって連載Lたことにある。   
女傑編集者ジェイン・ヒープの終刊の辞が何よりもこの間の事情を雄弁に語   
川 口 喬 →  



















だし相当の形ができているのたら草稿シノプシスいずれでも送られたし」く5）   
このころのパウンドは，自分だけでなく，エリオットやジョイスが定期的に  








月，『リトル・リヴュー 』は新装出発することになる。その少し前，′くウノド  
はジョイスに宛てて次のように書いている一  
ついにある雑誌の少なくとも片隅が利用できる可能性がありそうだ。まじ   
バウンド／「リトル・リグユー」／猥牽   
めな話，短いものなら何でもよい，手元にあるもの送られたい。2千語につ   
き2ポソドで売ってもよい（雑誇掲載権のみ），もしそういうものがあれば  




























則的に，迅速に，全員一緒に…載る湯が欲しかった」と，上掲のジョイス宛て   
川 口 喬 一  
の手紙に書いたのと同主旨のことを述べ，イギリスの『エゴイスト』諸に連載  
されて完結したジgイスの『肖像』，ルイスの『ター』（T〃γγ），エリオットの  




リス文学への最も重要な貢献であったというだけではない。じつは，創造的   
要素が現前し，何らかの意味で創意にあふれ 先行作品にはない前進を示す   










のパウンドが第1草を読んですぐ書いた手紙はその意味で注目に価する。（11）   
第一に，のちにエリオットの『荒地』を修正添削Lたように，ここでもパウ  
ンドはいくつかの語句の修正を提案している。その中にばたとえば，主人公の  
名前 Dedalusは，やがて現代ギリシア語で書評された場合のために，ギリシ  
ア風にDaedalusと綴ってはどうか，といっ他愛のないものから，文学的表現  
そのものにかかわる疑問点の指摘にまで及んでいる。そのうちに少なくとも一  




トニー ・コムストックが自分の祖父母が交接している姿を見て恐慌を来たし，  
その結果靡布一枚つけたままの姿で狂い回ったからといって，国民全体に員願  
しをしなければならない理由がどこにあるのか。」   












ことはない，Echt Dzoiceと言うか，EchtJoiceと言うか，何とでも好きに  
呼びたい」と書いたり，誇張したアメリカ靴りを装って次のようにはしゃいだ  
りしているのでもヨっかる－  
Wall，Mr．Joice，Ireconyour a damn負ne writer，that’swhatI  
recon’・An’Irecon’this here work o’youTni8SOme COnCarn’d   




ド・グールモン（De Gourmont）（18）を思わせる書法がある，というものであ  
った。   
フランスのリアリズム文学の伝統と『ユリシーズ』との関係，あるいはむし  
ろ，パウンド独自の文学観の反映としてのリアリズム文学の伝統の展開の申に，  






縮と集中。むしろフローベルよりもすぐれていると思える。」（14）   











































ドは“Fratres Minores”という詩を掲載し，それが印刷されたあとで，出版  
者のJohnLaneが「有害な」3行に気がつき，若い女性を動員して（！）発  
売以前に問題の個所に墨を塗るという作業を行なったのである¶（16）  
With minds stillhovering above their testicles  
That the twitchingofthree abdomjnalJlerveS  








削除された。いかに人身に 0庁ensive であっても，それが性的に無害である  
（と考えられる）かぎりかまわないという，じつに暗示的なエピソードであ  
る。   
当時の支配的道徳律の特質は，たとえば当の『ブラスト』誌の責任者である  
ルイスの，いわゆる四文字語に対する潔癖な拒否反応にもうかがわれる。ルイ  
スは若き T．S．エリオットの詩を掲載するにあたって，バウンドを介してエ  
リオットに次の点について念を押している叫「エリオットの詩を『ブラスト』  
に印刷しようと患うが，－Uck，－Unt，－Ugger で終わる語は載せないというほ  
くの素朴な決意は変わらないつもりだ。」（18）もちろんここに選ばれた3語は，  
それぞれ頭に F，C，Bを加えて元の語がえられのだが，じつはいずれものち   













…貴兄の娘初の号が印刷になり，30部が手元に届きました。これは発売禁止   
になるだろうと患う。エゴイスト誌ならこういうものはけっして載せないだ   
ろう。第1草が発禁になるのは構わない。それだけの【印刷するだけの，の   
惹か】価値はある。  
第4葦はすほらLい点がいくつかある。しかしこれはやりすぎだ。  
この事のある部分はまぎれもない悪文だ。悪文と言う理由は貴兄が暴力を   
根拠なしに使っているから。必要以上に強い言葉を使っている。悪い芸術。   
不必要な最上級の使用が惑い芸術であるのと同じこと。  
ブルームの内的な詩と外的環境の対照はみごとだが，便を排泄するところ   
を詳細に描かなくてもそれは可能なはず．．．。   
貨作の無削除版はいずれギリシア語かブルガリア語に訳されたときにても   
印刷することにすればよい。  
冒頭ページの urine（尿）という語だってはたして必要かどうか。にの   
讃を使わなくても1同じことは明確に伝えられると思う。  
このままではかえて効果が損われるだけです。糞便は人びとがそれと対照   
をなす事物の本質に気づくことの妨げになる。   
．‖われらの威厳ある女性編集者に臭い飯を食わすわけにはいかないのだ   
－とにかく小生自身が，まったくの練達の業（maestria）によって書かれて   
いるとは思えない部分が原因で，そんなことになるのは絶対に避けたい。（弼   








ニュー ヨークへ発送する前に約20行削除しました。ジョイスにも，当該部分  
が行きすぎである理由を書きまLた。」（20）   
パウソドが削除した「約20行」を同定するには，現在刊行されている『ユリ  
シーズ』の自筆浄書原稿のファクシミリ（いわゆるRosenbachManuscript）（21）  
『リトル・リグユー』のテクスト，『ユリシーズ』初版本， これらの三者を比較  















Alongbythe edgeofthe mole he（lo1loped，）dawdled，Smelt a rock  
and from undera【cocked hindlegpissedagain5tit．He trotted forward  
and，1iftingagainhishindleg，pissedquickshortatanunsmeltrock．The  
Simplepleasures of the poor．His hindpaws then scattered thesand：  
then his forepawsdabbledanddelved．】Something heburied there，his   





Alongbytheedge ofthemolehedawdled，Smelt arock and，from   
undera【sic］edgeofthemolehedawdled，Srneltarock・Something   





切わからないように，排便に関する描写をばっさりと削除している。   
次にその間葛の場所を引用するが，ここでも【】内が実際に削除した字句  
で，（）内は雑誌連載の段階ではまだ青かれていなかった字句である。月加如  




Hefeltheavy，fu11：then agentleloosening【of his bowelsト He   
StOOd up【，undoing the waistband ofhis trousers］．The cat mewed   
to him‥．．   
［A paper．Heliked to read at stool．］（Hope no ape comes knock・  
ingjust asI’m．）．．．  
He went out【thoughthebackdoor］intothe garden：StOOdtolisten   
towards the next garden．Nosound．Perhapshangingclothes outto   
dry．（Themaidwasin the garden．）Fine morning．．．．   
【He kicked open the（crazy）door of the jakes．Betterbe carefu1   
notto get these trousers dirty forthefuneral．He wentin，bowing   
hisheadunderthelowlintel．LeavingthedooraJar，amidthestench   
パウンド／「リトル・リグユーJ／猥要  
ofmouldylimewash and stale cobwebs heundid hisbraces．Before  
Sittingdownhepeeredthrough a chink up at the nextdoorwindows．  
（Thekingwasin his countinghouse．）Nobody．］  
［Asquat on the cuckstoolhe foldedout his paper，turningits pages  
overon hisbaredknees．］Somethingnew andeasy．．．．  
（Quietly he read，reStraining himself，the丘rstcolumnand，yielding  
butresisting，beganthesecond．Midway，hislastresistance yielding，）  
［heallowed hisbowels to ease themselves quietlyash寧read，reading  
（Still）patiently］（that slight constipation of yesterday quite gone．  
tlopeit’s nottoobig bring onpilesagain，No，i11Stright．So．Ahl  
Costive．One tabloid ofcascarasagrada．）Life might be so．It did  
not move ortouchhimbutitwassomethingquickandneat‥．  









してその後もたびたび非難の対象となることなのである。   
上述の20数行の削除のほかに，パウンドはさらにこの挿話の中の重要な一  








ズ』が発禁になったことが，なによりもバウンドの処置の正しさを証明してい   

















He saw，．．［his navel，bud ol月esh：and saw the dark tangled curls   





（5）   
しかしパウンドの重要な役割は，反動的なピューリタンの代表として事前検  




な継承者としての『ユリシーズ』の正典化にあった。   










まであちこちに書いてきたジョイス批評の焼き直しにすぎないように見える。   
たとえば『肖像』についてパウンドは次のように書いている－  
『若き芸術家の肖像』300ページの中には何一つ省略されたものはない。   
人生における美しいものの申で，ジョイスが冒滴することなく触れることの   
できるものは何一つない】－何よりも，感情と感傷の冒清を加えずに触れる   





1914年の『ダブリンの人びと』評（“DublineYS and Mr．JamesJoyce”）く81）  
1917年の『肖像』評（“JamesJoyce：At Last the NovelAppears”）（32）な  





ジョイス氏のリアリズムーたとえば小説中に描かれる学校生活，大学で   
の生活，パーネルについて議論しあう家族の食卓の風景など－とは別に，   
いやそうしたものとは切り離せないものとして，文体，実際の文革（writing）   
がある。硬質で葡郭鮮明，無駄な言葉がなく，無益な語句を連ねることもな   
く，ふやけたところが一切ない。   
川 口 裔 一  
明晰で誇張のないリアリスティックな文学があること，これがなによりも  




















ジョイスの出版された著作の中に激烈な語句や悪臭を放つ語句があって   
も，それはその実実性だけでなく，それが何らかの反対の効果を高め，何らか   
の感情とか満たされない芙への欲求とかを伝えるための激しさのゆえに正当   
化されるものばかりで，そうではないような語句を私はまだ彼の著作の中に   
発見することができない。汚らわしいものへの嫌惑は，より美しいものへの   
感受性の一つの表現にすぎない。美を感知するには，それに対応する嫌悪が   
なければならない。もしジェイムズ・ジョイスのような芸術家に対する代価が   
極端に重いものであるのなら，それを支払うのは芸術家自身なのである。（86）  
奇妙に弁解めいた音調で締めくくられるこの論文には，『ユリシ【ズ』冒頭   
パウンド／rリトル・リヴュー」／猥喪  19  
数章を知った者の不安とわだかまりが隈されている。そのある部分についてみ  
ずから「恋文」，「行きすぎ」と断じ その部分を雑誌掲載から削除し，そのう  
えで，バウンドは「ジョイス氏の出版された著作には，芸術的に正当化されな  




















彼はプロ・－ベルが『プヴアールとペキュシェ』でやろうとしたことを，も   
っとうまく，もっと簡潔に行なった。ある縮図。（87）  
と重大な指摘をしていることが特に注目される。   
バウンドはのちに『ユリシーズ』批評の一つの原点となるフランス語の論文  
（“JamesJoyce et Picuchet，”1922）を書くことになるのだが，上掲の短文  
がその出発点なのである。バウンドが，「ジョイスは第二の人物を創造した。  
彼は自伝から離れて相補的人物へと向かった」と書き，さらに「ブルームがこ   





ュシェ』に求めるのである。   
じつはこれと同じころ，パウンドはジョイス宛ての手紙の中で，やはり同じ  
主旨のことを書いている 、  
先週プヴアールとベキュシェを読み直しました。ブルームは確かにフロ・－   
べ′しがやろうとしたことをすべてやっている。しかも10分の1の労力で。   
そのうえ，何かが起こるだろう，どんなことがいつ起こっても不思議はない   
という感じがいつでもついて回る。プヴアールの場合には，泥の中に足をと   







書いているのだ 、  
私はリアリズム小説を弁護する議論を蒸しかえすのにあきあきしている。   





世人は作り物の／ト説を好むが，本書は実話小説である。．‥ここに提供する   
ものは厳正にして純粋，快楽のデコルテ写真などを期待してはならない。本   
書は愛の臨床研究である。・＝悲Lく激しい乱心に満ちた本書は，かならずや   
パウンド／一っトル・リヴュー』／猥牽   








ments humains”の厳酷な呈示，これが，これまで見てきたように，／くウソ  
ドがむしろ心乱されていた『ユリシーズ』の猥雑さにある経の免罪符を与える  
かもしれない，とバウンドが感じていたのかもしれない。つまり，人生の「臨  




われわれはみずからに問いを発した。「下層階級」（1es basses classes）と   
呼ばれる人びとは小説中に登場する何の権利もないのか。世界の下の世界に   
住まう平民たちは文学への立入を禁止され，平民にも心と魂とが備わってい   
ることを暗示することをこれまで一度も口にLたことのない作家たちに軽蔑   








であろう。   
しかしパウンドがこの間題についてもっと詳細な検討を加えるのは，『ユリ  
シーズ』が完成したあと，1922年のフランス語のエッセイ「ジェイムズ・ジョ   
22  川 口 寄 一  
イスとペキュシェ」においてであって，そのときまでに，パウンドはさらに  
密接に『ユリシーズ』の制作進行とつきあうことになる。当然，いくつかの態度  






TlleReader Criticという読者からの投書を載せるページがある。『ユリシー  
ズ』の連載は1918年3月肯から開始されたが，それから4号目の6月号には早  
くも読者からの抗議の投書が2通と，それに対する編集者の弁論が載ってい  




な『ユリシーズ』に対する文化的信仰（カルり に似た予断とも無縁であった  
彼らの反応は，それが素朴・率直であるだけに，アメリカ側からの最初の『ユ  
リシーズ』に対する反応として，じつに興味深い。   
まずシカゴのS．S．玉．氏からの投書－  
ほんとにもう，ジョイス！いったい彼は何をやってるつもりなのだろう。   
いったいどうなってるんだ。確かに私は『ユリシーズ』を読んだ。しかし何   
のことやら，誰が誰で，場所がどこなのか，いまだにわからない。月を追う   
ごとに事態は要化するばかりだ。私は自分ではかなりの知織人だと患ってい   
る。読書量も人並以上だ。作家ならやってもらいたいことがいくつかある。   
その一つが一貫性（COherence）というものだ。ジョイスがこの先まだ続く   
のなら，ぜひ文体を変えてもらいたい。彼の印象主義と格闘するだけの時間   
と忍耐力のある人はほとんどいましトーかりにあったとしても，それによっ   
て得るところは皆無であろう。〔り  
これはこれ以後も長く続くことになる『ユリシーズ』巧撃の記念すべき第一  










シーズ』の一貫性の問題は，1970代以降，また改めて議論の対象となる。）   
このような素朴な疑問に対して編集者は解答をしなければならなかった。『リ  
トル・リヴコ＿一一』のパック・ナンノヾ－を繰ってみると， このような読者の苦情  
に答えるのは，ほとんどが当時編集協力者（advisory board）の一員であった  








た。   
ロスアンゼルスのR．McM氏の投書  
どうやら貴誌はピンク色の異常芸術の狂信者であるらしい。芸術には順応   
性とか寛大さとかヒューマーとかはないのだろうか。もLジョイスが芸術家   
であるのなら，彼をツルゲネフ，チェーホフ，ゲーテの横に並べてみるがよ   
い。上品さ（貧血症，・青白く病的）という点からだって，あわれなオスカー  
・ワイルド，ボードレール，ひょっとしたらスウインバーンにさえ及ばない   
のではないか。…ただ単に「彼の作品は芸術だ」という宣言文ではない，ジ   
ョイスを正当化する説得力のある説明が聞きたいものだ。‥すでに美しい肉   
体にさらに化粧するる娼婦は，それで不自然な魅力を加えたことにはなるだ   
ろうが，なぜそれが芸術なのか。ただ人目を引くためだけのために，・‥ジョ   
イスが人生の猥喪な（obsence，5gC）日常の出来事を描写する根拠は何なの   













暗に′くウンドを指して，“1iterary advisor”の交替を要求している。（44）   
しかしもちろん，投書は否定的なものばかりではない。当時まだ10代であ  







［『ユリシーズ』】に対する最も不愉快な苦情は，不道徳と猥襲のそれてあ   
る。ステイーヴソ・ディーダラスの性格は，この世に生きるにはあまりに善   






術を擁護できるという患いこみがあった。つまり，『肖像』を弁護することに   
パウンド／『l）トル・リヴュー」／猥要  25   
よって『ユリシーズ』の世界を弁護できるという短絡があった。川）   
しかし次に『ユリシーズ』が載る号（8月号は掲載がなく，9月号）では，  
ようやく読者の健全な反応の声が聞こえてくる。   
この号に載ったハートリー（Marsden Hartley）という人物（これからもた  
びたびこの雑羞に登場する）からの長い投書は，『ユリシーズ』について一つ  
の注目すべき指摘を含んでいる。駕くべきことに『ユリシ→ズ』の言語のテク  
スチャーを具体的に説明しようという試みはほとんどこれが最初なのである。   













すく中れた絵とは，つねに輪郭の中に形式を抱えこむ作品のことである。芸術   





対して，ハ→ トリーは，終始この「文休の輝き」を批評の前面に置き，そのテ  
クスチャーを説明するのに新印象主義画家スーラーのポワンティイスムを引き  
あいに出している。ここがハ→トリーの論点の特に興味深い点なのである。   
じつは，点描画法を指すポワンティイスムという言葉は，これから30年以  
上経って，スチュアート・ギルノて－一トが例の有名な『ユリシーズ』案内の再版   




従って【本書では】，「古典的」・形式的要素，作家があらゆる細部に対し   





…われわれがたとえばスーラーの芸術の中に見る自然主義と象徴主義と構造   
学的正確さとの組合わせは，『ユリシーズ』と特に『フィネガンズ・ウェイ   











る禁止処分の，これが第一回目，1919年1月のことてあった。   












を受けている。2回目の処分である。   
パウンドはこの部分からは3か所の語句修正ないし削除をあらかじめ施して  
おいた。9．570の“pissed”を伏字（．．．”），“What the hellare youdriving  
at？”（9・846）の“heIl’’を“h．lけに，手淫をにおわせる“AHoneymoonin  
the Hand”（9．1173）を削除，などである。しかしそれでもなお，／lック・マ  















受取ったはかりの原綿を前にして，どうLても個人的意見を添加する要があ   
りそうだ。貴兄はまたしても「アスパラガスの生えるところまで」落ちてし   
まい，とてつもない好意的な1ector（読者）といえども，吐息をつきかねな   
いところまで釆てしまった。  
じつは／くウソドは，『ユリシーズ』の猥雑さに愛想がつきたというだけでは   





消去してはしいとは頼まないしかし，2，3の凛誠，たとえば20語く   
らいの筋の通った表現を3か所か5か所に補えば，冒頭ページの意味は明白   






















ウンドなのであった。   
さて，上述の手紙にはさらに長い追伸がついている。この中には，「印刷ま  
でにはまだ十分に時間があるから，印刷を停止するなり，書き直すなりしては   
パウンド／『リトル・リグユー」／猥泰  
どうか」という前提で，これまでにたまった不満を思いつくままに箇条書きに  


















But obsessions arseore・ial，Cloacal，deist，aeSthetic as opposed to   
arsethetic，any Obsession or tic shd．be very carefully considered   
beforebeing turnedloose．  
もう一つこの日の手紙で述べている重要なパウンドの不満は，「ブルームば  
かり不均合に長く舞台を占拠していて，ステイーヴン・テレマカスはどうなっ  






らフローベルのプヴアールとペキュシェへの斯緑園係へと導かれていった。そ   
川 口 喬 一  
のことはたとえば，「妻のドロシーもブルームがだんだん好きになっています」  
（1918年12月12日付ジョイス宛て書簡）（52）という文面にも現われているので  







に慕いていると思います」という文革がある。（53）   
ここで一言，このころのバウンドがロンドンを中心とした国際的文壇におい  




ェストの要請で，服紗 伽β抑〃∽αル を改名した 上な∂ぬr誌の文芸相乗者とな  
り，そのうえに，∧屯紺Agg，5研αγf5どょ，月）g～りα形dβ用∽α，¢附汀ね咋y月初壷制  
動励吻嘲り弛吻仇〟戚刑亮ぬぬ（カノしカッタ）などに詩，書評，記事を  
寄稿していた。イマジズム運動に関係してアンソロジー βg5力乃βg由≠gぶを編  
集出版したのが1914年、フユノローサの中国閑係資料に魅せられ，絵画と彫刻  
に興味を抱きはじめ，ついに「未来主義，キュービズ ム，イマジスムの季刊誌」  






になくなっていた。1919年5月号からは，パウンドにかわってJohn Rodker  




見つけられないでいた。パウンドが関係した大戦前からの文学運動は，／くウソ   
パウンド／「リトル・リヴュー」／猥褒   
ドに置接かかわりのないところで再編成されようとしていた。  
（9）   
しかし『ユリシーズ』の成行きに対する高まる不満，自分を取巻く文壇状況  
などにもかかわらず，／くウンドは偏狭な趣味の男ではなかった。   
あのような不満を漏らした次の挿話，第12章（キュタロープス）を読むとす  
く十に，パウンドは気嫌を取直し，クインに宛てて次のように苦いている－  
ジョイスの今度の章は彼の書いたものの中でたぷん最良のもの＝＝。さまぎ   




ない。   
パウンドは第12挿話について，“Shite”（816）を“guts”に変え，“farting”  
（鮎1）や“ifshe aint a clinker，that there bleedingtart”（676）を削る  
などのほかに，2か所の大巾な削除一－一顧首刊で死んだ男の男根勃起の話題  
（456－478），いかがわLい雑誌記事の話題（1168【1174）－を行なっている。  











ルディソトンと D．H．ロレンス，ジョイスとドロシー・リチャードソンのこ  
となのであるが，前者二人はアメリカを代表する文学誌f細物 に作品を発表  
したばかり，後者二人は『リトル・リグユー』に大作を連載中であった。   






たとえジョイスが下品で，屋外を排御しようとも，あるいはまた，リチャー   
ドソソがチャーミソグて，若い女の子の寝室から外へ出ることがなかろうと   








ている。リチャードソン女史はあまりに知的に精妙なのである。」（56）   
文体をめぐるやりとりは次の号まで引き継がれ すでに投書者として『ユリ  












が，その中に¶   
パウンド／「リトル・リグユー」／猥牽  
・‥私が最も面白く思い，かつ腹を立てたことの一つは，ジェイムス・ジョイ   
スその他の猥喪とされる本誌寄稿者に対する彼らの態度でした。ジョイスは   




ズ』に長くついて回る評価になる。   
ニュー ヨークの一流出版社の判断に代表されるこの種の意見は，3回目の発  
禁処分を受けた号の次の号に載った匿名の投書に典型的に現われている。  
『リト′いリヴュー』には困ったものです。私の好きなものを貴誌はすべて非   




1月号が発禁になった原因は何か。かのジョイスに相違あるまい。私はこ   
の号の全部に慎重に目を通したが，『ユリシーズ』以外に有罪と患えるもの   
は見つからなかった。しかしそれにLても今頃になってなぜジョイスにけち   
をつけるのか。私に言わせれほ，これだけ何か月も経ったのだから，猥奉も   
何もかも含めて受けいれてもいいのではないか。なんてったって，ジョイス   
を読むのはごく少数者で，その少数者というのは，自然の機能を明からさま   





（10）   
『リト′レ・リグユー』の経営はますます困難になっていた。このころから合   




が果たしている役割を，アメリカでは本誌一誌で果たします」と続いている。   
編集障の必死の努力はどの程度に報いられたのか。かりに猥嚢という問題を  
棚あげすることができたとして，『ユリシーズ』の「理解不能」という局面は  
どのように処理されるか。   





…『ユリシーズ』はいつ単行本になるのか。このような本が世間に受けいれ   
られるのか。私は毎月熱心に読んでいるが，私の理解力では到底及ばないこ   
とを告白しなければならない。どうか本当のところを教えてほLい。編集者   





世間（the public）を避けるだけの分別のある出版社があれば，『ユリシ   
ーズ』がアメリカで単行本として出版されることもあるでしょう。ジョイス   
は，文学について過激な考えを持つ人以外ほとんどすべてを寄せつけないだ   
けの技法を完成させまLた。いまわれわれの手元にはこれから先の章の原稿   
は届いていませんが，キルケーの章がまもなく始まり，物語も終わりに近づ   
いているのではないかと思います。時間の問題は単純で明快のようです。物   
語はたぷん宇宙の語りの中心（talkcentre）に置かれ，時間は卒竃に提示さ   
れています。現在の章【13章】の時間は物語が始まった同じ日一火曜でし   
ょうーの夕刻5時30分か6時です。ブルーム氏は朝食に腎臓を料理して以  
来，長い一日を過ごしていますが，時間を無駄にしてはいないのです。 く62）   










あろう。   
そして皮肉なことに，一般読者が近づくことのできないはずの作品が，つい  









であるが，告訴の原因がこの部分であることは明白である。   
ジョイスの最初の本格的伝記作者ハーバート・ゴーマンに放って「後世の嘲  
笑の目」の保養のために，告訴状（一部削除）を引用しておく－  
ニュー ヨーク悪書追放協会の代理人ジョン・S・サムナー（任所＝・職業秘   
書，44歳）は宣誓をし，次のことを申立てる。1920年9月17日およびそれ以   
前に，ニューヨーク市…においてマーガレット・C・アンダーソンおよぴジ   
ェイン・ヒープは，猥嚢，好色，淫猥，不潔，下品，嫌悪すべき（Obscene，  
1ewd，1ascivious，filthy，indecent，and disgusting）雑誌を不法に流通，   
発行，製作，準備，かつ流通，発行，製作，準備を封助し…なかでも特に猥   
裂，好色…なのは42，43，堪，45，46，47，48，馳，51，53，55，57，59，00   
の各ページにして，当該雑誌はあまりにも猥嚢，好色…であるため，該当部   
分をわずかに一分間描写するだけでも，本法延を侮辱することになり，それ   
川 口 喬 一   
を記録にとどめるのはまことに不適切…それゆえ本訴状においてはこれを詳  
述することを避けることとする次第であるが，すべてはまぎれもなくニュー  





ともにそのことを得意に思うと述べた，とある。（65）   
『リトル・リグユー』側はジョン・クインを弁芳人に立てて争ったが，結果  
は敗北，1921年2月14軋出版者は200ドルの罰金と指絞を取られた。結局『ユ  
リシーズ 』は，次の第14章の冒頭部分を掲載しただけで連載打切り，単行本発  



















をお忘れなく。   
パウンド／「リトル・リグユーJ／猥襲   













ーティ ・マクダウェルの心理を，女性向け感傷恋愛小説のスタイルを模して描  
写したからであった。もしこの裁判が「婦女子」を悪書から守るためのもので  
あるとすれば，状況はまことに皮肉なことになる。なぜなら，われわれは若い  













力に匹敵することが証明された批評家のみである，という。   
このような高踏的唯美主義を理論武装するために，アンダーソンは最後にア  
ナソダ・クーマラスワミ（Ananda Coomaraswamy）という東洋神秘主義恩  
想家の“Dance ofSiva”（湿婆の踊り）から，美にかかわる部分を長々と引用   
川 口 裔 一  38  
































ならない。   







はまちがいない。   
それでは，このような文学的方法によって制作された『ユリシーズ』はどの  
























サッカリーの『ベンデニス』を開いてさえも，そこには人生の他のもっと大き   
川 口 喬 一  











それは私がいままでに何らかの喜びをもって参加した唯一の茶番狂言であ   
った。私のいまの気分は陽気ではない。本来茶番であるはずのない事柄がこ   
のように茶番になってしまう事態に私は愛想がつき，腹が立つ。事態が先刻   















はいかなる意味でも人を退廃させるためにはあまりに難解である」ことを証言   
パウンド／「リトル・リグユー」／狼泰  








んなものを出版したがる者がいるのかがわからない。」（74）   
なお弁護人側の証人の中には，当時のアメリカを代表する最も賛沢な雑誌  
β才αJの代表者も加わっていた。この雑誌はすでにこれまでに少なくとも2編  
のすぐれたジョイス論を掲載したことがあって，（75〉 ジョイスには好意的であ  
ったのであるが，そのうちの一つイーヴリン・スコットの長文の論説の申で，  
筆者は『ユリシーズ』を「意識の完全な歴史を目指す最初の想像的な企て」と  
して理解している。   
いずれにしろ，『ユリシーズ』をめく、・る裁判沙汰に対する反響は，当然なが  
















ーベルを読めと勧めている。〔77）   









者はいなかった。ヴァージニア・ウルフ夫妻の経営するHogarth Pressをは  




経営する小出版社Shakespeare and Companyから出版された。   
本格的な『ユリシーズ』批評はそのときから始まる。  
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